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　Ⅰ．環境経営方針 　

　　　＜基本方針＞

株式会社エム・ケー・ロジテックは、事業経営活動の中で、環境保全に対する

　　　　取り組みを最重要課題の一つであることを認識し、地球温暖化の防止、限られた

　　　　地球資源の節減及び、環境汚染防止を図るため、積極的に継続して行動します。

　　　＜行動方針＞

　　　　１．環境マネジメントシステムを構築し、継続的改善を図ります。

　　　　２．基本方針を実現するため、適切な環境目的、目標を設定し、全員参加

　　　　　　で環境保全に取り組みます。

　　　　３．環境関連法規、規制等の要求事項を遵守します。

　　　　４．事業活動に伴う環境負荷を正しく認識し、目標を定め、継続的な資源、

　　　　　　エネルギーの削減、及び廃棄物の減量化を以下の項目について推進します。

　　（１）電力使用量の削減

　　（２）自動車燃料使用量の削減

　　（３）廃棄物の削減

　　（４）水道使用量の削減

　　（５）教育の計画的実施

　　（６）サービスに関する環境配慮

　　　　５．この環境方針は全従業員に周知し、全員が理解し環境保全に務めるとともに、

　　　　　　社会にも公開します。

　　改定　　2021年 7月 12日

　　制定　　2009年 6月 24日　

　株式会社　エム・ケー・ロジテック

　代表取締役社長　　阪口　宜史
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　Ⅱ．事業活動の概要 　

　　　　１．会社名　：　株式会社　　エム・ケー・ロジテック

　　　　２．代表者氏名　：　代表取締役社長　　阪口　宜史

　　　　３．所在地　　〒６７４－００９３　

　　　　　　　　　本社工場　：　兵庫県明石市二見町南二見２１番地の１

　　　　　　　　　第二工場　：　兵庫県明石市二見町南二見１９番地の７

　　　　４．環境活動組織及び環境管理責任者氏名と連絡先

　　　　　　　　　　環境活動組織　：　別紙環境活動組織図（4ページ）参照

　　　　　　　　　　環境管理責任者　：　代表取締役社長　　阪口　宜史

　　　　　　　　　　連絡先　：　　　　　　　　　　　TEL　078-949-3518　

FAX　078-949-2790

　　　　５．事業概要　（認証・登録対象工場　及び　事業活動）

① 対象工場　：　全社　（本社工場及び第二工場）

② 事業活動　：　全事業活動　（建設機械部品組立業務、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設機械部品の受入れ・保管・払出し業務）

　　　　６．事業規模

　　　　　　① 資本金　：　１，０００万円

　　　　　　② 主要製品の出荷取扱量　

・　2018年度　：　１５，７９５ TON

・　2019年度　：　１３，０６３ TON

・　2020年度　：　１０，５３８ TON

・　2021年度　：　１４，７８１ TON

・　2022年度　：　１０，９４６ TON

　　　　　　③ 従業員数　：　　８２名

　　　　　　④ 事業所の敷地面積　 ：本社工場　６，８００㎡　　第二工場　２，０００㎡

　　　　　　⑤ 事業所の延べ建屋面積　：本社工場　４，６００㎡　　第二工場　１，２００㎡
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環 境 活 動 組 織 図

○環境マネジメントシステム推進責任者

【社教育・訓練】

【社標準管理】

　　　

○　廃棄物削減推進責任者

○　自動車燃料使用量削減

       （ｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮を含む）

　推進責任者

○　電力使用量削減推進責任者

○　水使用量削減推進責任者

総 務 部 長

本社工場 技 術 課　長

業 務 部 長 物 流 課　長

『環境管理責任者』

○　フロン排出抑制法に対応する
　　空調設備の定期点検
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取締役社長

阪口　宜史

『環境管理担当者』

第２工場

組 立 課　長



　

①. 代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②. 環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

③. 環境経営目標、環境経営レポートを承認する

④. 環境経営方針・目標を達成するための資源（人・もの・金）の用意をする

⑤. エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

①. エコアクション21ガイドラインの要求事項を満たす
環境経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

②. 環境への負荷の自己チェックを実施する

③. 環境への取組の自己チェックを実施する

④. 環境経営目標の見直し、環境経営レポートを作成する

⑤. 上記の結果を社長に報告する

④. 環境会議の議長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

①. EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

②. 環境への負荷の自己チェックを実施する

③. 環境への取組の自己チェックを実施する

④. 環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

①. 自部門の環境活動計画の策定、推進と実績の把握を行う

②. 環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

③.

④. 自部門の教育・訓練を実施する

⑤.

⑥ 自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
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環境管理責任者

環境管理担当者

【役割・責任・権限】

代表者(社長)

部門長
及び

全従業員

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

役　割　・　責　任　・　権　限

自部門に関連する環境関連法規制等を順守する



Ⅲ． 環境目標とその実績  　

（１）目標設定

　当社の主な環境目標は次の通りです。

　当社の環境目標はこれまで２０１５年度実績を基準に設定してきましたが、実態との乖離が大きくなり、

　２０２０年度実績を基準に、毎年０．５％ずつ改善していくことを環境目標にしています。

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

実績(基準） 目標 目標 目標 目標 目標

総製品生産量 （t） 10,538 - - - - -

二酸化炭素総排出量 （kg-CO2） 89,023 88,578 88,133 87,688 87,243 86,797

削減率 （2020年比） （％） - -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

評　　価 - - - - - -

電力使用量 （kWh） 226,080 224,950 223,819 222,689 221,558 220,428

削減率 （2020年比） （％） - -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

評　　価 - - - - - -

自動車燃料使用量 （L） 4,365 4,343 4,321 4,299 4,277 4,255

削減率 （2020年比） （％） - -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

評　　価 - - - - - -

廃棄物排出量 （t） 7.36 7.32 7.29 7.25 7.21 7.18

削減率 （2020年比） （％） - -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

評　　価 - - - - - -

上水使用量 （㎥） 785 781 777 773 769 765

削減率 （2020年比） （％） - -0.5% -1.0% -1.5% -2.0% -2.5%

評　　価 - - - - - -

　　ｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮

  ※　 購入電力の調整後排出係数は、0.318kg-CO2/kWh（2019年、関電） にて算出しています。
　　　　電力使用量は太陽光発電（売電値）を含みます。
　　　　廃棄物排出量は、一般廃棄物（可燃ごみ）のみとする。
　　　　化学物質は使用していませんので、管理項目に入っていません。

　

項    目

　　本項目は自動車燃料使用量の中に含む
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　当社で発生する産業廃棄物は、木屑（ﾊﾟﾚｯﾄ）、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸのみであり、これらは、取引先が調達・支給す
る部品の搬送及び部品の防塵・養生に付随して発生する廃棄物であり、これらの発生量をｺﾝﾄｰﾙすること
は困難である。
　また、木屑及び廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類は全て処分先で再資源化されており、ﾘｻｲｸﾙ率は常に100%である。
従って上記のことを踏まえて廃棄物の目標設定は一般廃棄物に限定している。



（２） 環境目標とその実績  　

　　　２０２０年度実績と、２０２２年度の目標と実績は次の通りである。

　　　２０２２年度実績は、製品生産量は2020年度比　103.9％と略同等、

　　二酸化炭素総排出量・自動車燃料使用量・廃棄物排出量・上水使用量については目標達成したが、

　　電力使用量については目標未達であった。

２０２２年度の活動実績

2020年度

実績(基準） 実績 目標 実績

総製品生産量 （t） 10,538 14,781 － 10,946 評価； ○　(目標達成）

％ 100.0% 140.3% － 103.9% ▲　(目標未達）

二酸化炭素総排出量 （kg-CO2） 89,023 92,182 88,133 87,915

削減率 （2020年比） （％） - 3.5% -1.0% -1.2%

評　　価 - ▲ - 〇

電力使用量 （kWh） 226,080 239,497 223,819 232,225

削減率 （2020年比） （％） - 5.9% -1.0% 2.7%

評　　価 - ▲ - ▲

自動車燃料使用量 （L） 4,365 3,931 4,321 3,074

削減率 （2020年比） （％） - -9.9% -1.0% -29.6%

評　　価 - 〇 - 〇

廃棄物排出量 （t） 7.36 9.69 7.29 5.53

削減率 （2020年比） （％） - 31.7% -1.0% -24.9%

評　　価 - ▲ - 〇

上水使用量 （㎥） 785.0 744.0 777.0 724.0

削減率 （2020年比） （％） - -5.2% -1.0% -7.8%

評　　価 - 〇 - 〇

※　 購入電力の排出係数は、0.318kg-CO2/kWh（2019年、関電） にて算出しています。

※　電力使用量は太陽光発電による売電電力量を反映しています。

《参　　考》 2020年度 2021年度 2022年度

太陽光発電（売電量） （kWh） 21,629.0 21,348.0 21,463.0

項    目
2021年度 2022年度
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（３） 環境目標とその実績（原単位補正後）  　

　　　年度毎に製品生産量が異なるため、基準となる２０２０年度生産量に補正してみる。

　　　２０２２年度実績（補正後）は、目標を達成した。

２０２２年度の活動実績（原単位補正後） 　

2020年度

実績(基準） 実績 原単位補正 目標 実績 原単位補正

総製品生産量 （t） 10,538 14,781 10,538 － 10,946 10,538

％ 100.0% 140.3% － － 103.9% －

二酸化炭素総排出量 （ｋg-CO2） 89,023 92,182 65,720 88,133 87,915 84,638

削減率 （2020年比） （％） - 3.5% -26.2% -1.0% -1.2% -4.9%

評　　価 - ▲ 〇 - 〇 〇

電力使用量 （kWh） 226,080 239,497 170,748 223,819 232,225 223,569

削減率 （2020年比） （％） - 5.9% -24.5% -1.0% 2.7% -1.1%

評　　価 - ▲ 〇 - ▲ 〇

自動車燃料使用量 （L） 4,364.6 3,931 2,803 4,321 3,074 2,959

削減率 （2020年比） （％） - -9.9% -35.8% -1.0% -29.6% -32.2%

評　　価 - 〇 〇 - 〇 〇

廃棄物排出量 （t） 7.36 9.69 6.91 7.29 5.53 5.32

削減率 （2020年比） （％） - 31.7% -6.1% -1.0% -24.9% -27.7%

評　　価 - ▲ 〇 - 〇 〇

上水使用量 （㎥） 785 744 530 777 724 697

削減率 （2020年比） （％） - -5.2% -32.4% -1.0% -7.8% -11.2%

評　　価 - 〇 〇 - 〇 〇

※　 購入電力の排出係数は、0.318kg-CO2/kWh（2019年、関電） にて算出しています。

※　電力使用量は太陽光発電による売電電力量を反映しています。

評価； ○　(目標達成）

▲　(目標未達）

項    目
2022年度2021年度
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 [策　定]

社　長 活 動 責 任 者 専  務 作  成

　　Ⅳ 主 要 な 環 境 活 動 計 画 の 内 容 　

担当部門

(担当者） 2022/5 6 7 8 9 10 11 12 2023/1 2 3 4

  1. 電力使用量 1. 不必要電灯の消灯 寺前、石村

                の削減
2. 待機電力の削減 寺前、石村

3. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

  2. 自動車燃料 1. アイドリングストップの徹底 寺前、石村

     使用量の削減
2. 輸送シフトのこまめな見直し 寺前、石村

  3. 廃棄物の削減 1. 紙類再使用の徹底 鵜鷹

2. 廃棄物の分別の徹底 寺前、石村

                    （廃棄 or 再利用）

3. ダンボール再生サイクルの徹底活用 寺前、石村

4. プラスチック再生サイクルの徹底活用 寺前、石村

5. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

 4. 水道使用量 1. 手洗い時の不要流水の削減 寺前、石村

                の削減
2. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

    【 教 育 計 画 】

   負荷削減活動 1. 使用エネルギー削減について 寺前、石村

        への取り組み方
2. 廃棄物削減について 寺前、石村

3環境活動レポート浸透教育

計画  ：

実績  ：
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2022/5/13

  2022年度   環 境 活 動 計 画 ＆ 教 育 計 画 実 施 ﾌ ｫ ﾛ ｰ

重点活動項目 具 体 的 な 打 手
2022 年度

寺前、石村



　　　２０２２年度（２０２２年５月～２０２３年４月）の取組内容と実績評価及び課題は次の通り。

　１．使用電力量の削減 　

　　　　　社員全員で使用電力量を削減するために、

　　　　　（１）消灯励行、節電のワッペンをスイッチ周辺に貼付し、継続して啓蒙を図った。

　　　　　（２）昼休みの全面消灯、また作業終了時は速やかに電源を切ることを徹底した。

　　　　　（３）各生産設備、会議室、事務所　等の電源は不必要時には必ず切ることとした。

　　　　　（４）材料置場の昼間の照明は止め、必ず消灯することとした。

　　　　これらの活動を継続して実施したことにより、社員の節電に対する意識が維持できた。

①消灯啓蒙のﾜｯﾍﾟﾝを各ｽｲｯﾁに貼付 ②毎朝の朝礼で節電要請、教育実施

③事務所照明のLED化 ➃食堂照明のLED化

⑤工場照明のLED化 ⑥工場照明のLED化

Ⅴ　環境改善活動内容と実績評価及び課題、次年度の取り組み
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
2021年度（ｋWh) 12,697 17,431 20,231 33,119 29,678 22,076 15,910 12,781 20,226 34,360 27,880 14,457
2022年度（ｋWh) 11,425 12,970 23,078 38,348 37,194 18,061 12,316 12,123 20,963 31,374 23,718 12,118

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
2021年度（ｋWh/1000台) 9,990 11,341 19,509 27,831 23,222 15,141 12,810 10,877 21,245 28,971 22,286 12,008
2022年度（ｋWh/1000台) 12,039 11,529 19,152 29,658 23,751 21,514 14,337 15,414 39,256 37,507 32,988 15,525

　　　　２０２２年度は、目標：２２３，８１９ｋWhに対し、実績：２３２，２２５ｋWhと目標は未達であったが、原単位補正を行うと

　　△１．１％の削減（2020年度比）ができた。

　　２０２２年度前半は２０２１年度と同程度の生産であったが、後半主力製品の生産終了があった。

　　月別の生産台数と電力使用量（ｋWh/1,000台換算）の推移を見ると、７～９月と１～３月で使用量が多いという季節要因と、

　　9月以降の主力製品生産終了による工事量減の影響がでている。
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　　新規事業の安定受注まで、電力使用量は大きな変動が予想されるので、２０２３年度の使用量の推移に注視していきたい。
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　２．自動車燃料使用量の削減 　

　　　　　自動車燃料使用量を削減するために、

　　　　　（１）アイドリングストップ徹底、急発進・停止禁止などのエコドライブについて繰り返し指導。

　　　　　（２）社有車をガソリン車からハイブリッド車に更新。

　　　　これらを継続して実施し、自動車燃料使用量は、目標：４，３２１リットルに対し、

　　　実績：３，０７４リットル、２０２０年度比で△２９．６％の結果であった。

　　　　　また、顧客へ製品配送委託先に、トラック運搬時、荷物は極力満載にし、また混載供給に心掛け、

　　　帰り便で荷物引取る等、効率的に運用するよう、間接的に燃料使用量の削減を継続して申し入れていく。

　　　　①毎朝ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞを実施し徹底 　　　　　②帰り便で顧客からの支給品引取り

　３．廃棄物の削減

　　　　　廃棄物を削減するために、

　　　　　（１）再利用の拡大

　　　　　　　　　①部品納入業者から搬入されるダンボール箱、木製パレットについて、再利用するため、

　　　　　　　　　　　持ち帰って貰うようきめ細かく分類し、それぞれ継続して依頼。

　　　

　　　　　　　　　②事務所で使用するシートペーパー､及び構内使用紙袋等の再使用のルールを定め、

　　　　　　　　　　回収容器も決めて継続運用。

　　　　　（２）部品納入用専用容器を拡大作成し、木製パレット等の産業廃棄物の発生を削減。

　　　　　（３）納品業者から納入された時に使用している各種緩衝材、梱包用ラップ材等は、

　　　　　　　　納入業者に持帰って貰うように順次依頼。

　　　　　（４）社内で発生するプラスチック類、木製パレット、ダンボール容器類等について、

　　　　　　　　分別回収を徹底し、再生リサイクル化を拡大。　

　　　　　　　　これらの再生リサイクル活動はほぼ定着している。
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　　　　　（５）文書、帳票類の電子データ化の順次拡大を図り、紙類の消費を削減。

　　　　等の活動を継続し、一般廃棄物（可燃ごみ）排出量は目標の７．２９トンに対し、実績：５．５３トン、

　　　　２０２０年度比で△２４．９％の結果であった。 　

　　　　２０２３年度も廃棄物削減と分別回収を徹底して、廃棄物の減量化を継続して取り組む。

　　　　また、廃棄物削減は従業員一人ひとりの分別意識の維持向上が不可欠であり、

　　　　都度周知を図っていく。

　　　　　①分別回収し、再生ﾘｻｲｸﾙ化 　　　　　　②ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの再生ﾘｻｲｸﾙ化

　　　　　③ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの分別回収、再生ﾘｻｲｸﾙ化

　４．水使用量の削減

　　　　　水道水使用量を削減するために、

　　　　　　（１）トイレ､手洗い場等の水使用場所に、”節水ワッペン”を貼付するとともに、朝礼等で

　　　　　　　　　繰り返し節水啓蒙を行った。

　　　　　　（２）使用頻度の少ない事務所一階のトイレ､手洗い場を来客時以外は使用禁止を継続した。

　　　　　　（３）工場のトイレに自動洗浄便器､手洗い場に自動洗浄蛇口を設置し、最少限の使用量とした。

　　　　　　これらを継続して実施した結果、使用量は目標：７７７トンに対して､実績：７２４トンとなり目標達成。

　　　　　　２０２３年度も朝礼等で繰返しＰＲ・指導を行い、全員の節水意識の向上に努めたい。
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５．内部監査の実施  　

作 成 日 2023/5/26

作 成 者 浅井　邦彦

項目
番号

確認・質問事項
監査対
象

判　定　欄 コメントNo.

4 環境関連法規等の取りまとめ

①フロン排出抑制法に対する空調設備の定期
　点検に遅れなく実施されていますか。

技術課 Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
・空調設備の定期点検を
9/19に実施。

8 環境コミュニケーション

①社外からの要望・苦情はありますか。

組立課
長

物流課
長

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ B-1・2・3

10 環境上の緊急事態への準備及び対応

①緊急事態発生時の対応マニュアルは
　全員に周知されていますか。

組立課
長

物流課
長

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ ・各職場朝礼で周知した。

②役割分担は明確ですか。 組立課長 Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
・掲示板に役割分担を掲示し
ている。

③避難訓練は実施していますか。

組立課
長

物流課
長

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ ・6/7(水)に実施するよう計画。

11 取組状況の確認及び問題の是正

①廃棄物保管場の状況に問題はないか。
　　看板表示、廃棄物種類・保管量、等

物流課長 Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ ・問題なく良好であった。

②廃ﾌﾟﾗ・ﾋﾞﾆﾙ類・一般ｺﾞﾐの分別回収は
　どのように徹底していますか。

組立課長 Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
・回収容器に分別表示を行って
いる。

③振動/騒音設備の点検はできていますか。

物流課
長

組立課
長

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ ・月例点検を行っている。

④ｴｱｺﾝ設定温度の運用について
　どのように徹底していますか。

物流課
長

組立課
長

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
・1階ｴｱｺﾝは一括管理、2階は設
定温度を表示している。

※判定欄のＡ～Ｄのいずれかに○をつけてください。

　 なお、「Ｄ」を付けた場合には、必ず「指摘事項（不適合）報告書」にて、

　 １件１葉のコメントを記入し、審査対象事業者と対応を協議して決めてください。

※「コメントＮｏ．」欄には、次頁の「評価Ｂ項目のコメント表」の「コメントＮｏ．」を記入してください。

 　「コメントＮｏ．」の付け方：Ｂ項目は、Ｂ‐１，Ｂ－２，・・・、Ｃ項目は、Ｃ－１，Ｃ－２・・・

1 前回内部監査の指摘事項

①可燃物として分別回収。

②看板の修理・掲示。

2 前回外部監査の指摘事項

①定期点検9/28・29に
　　実施。
②照明/ｽｲｯﾁ対応表を掲示。
　　回収容器に分別表示。

内　部　監　査　報　告　書

処理の実施と効果の確認

監　査　の　総　評

・ﾘｻｲｸﾙ回収品の分別回収を徹底してください。

・分別回収は決められたことを守って、確実に分別を徹底してください。
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①油分が付着したﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの
　　分別回収について
②廃棄物保管場の表示看板が
　　壊れている。

①フロン排出抑制法に対応する
　　空調設備の定期点検
②節電・分別の表示/掲示で、改善が
　　必要な箇所がありました。



　

作成者；　浅井　邦彦

コメントＮｏ．
一部に改善または努力を要する
事項について要改善事項

対応策(協議内容)

Ｂ-1

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｽﾁｯｸが材質に関係なく混在して
回収されていた。

（回収業者より要望。2022.10.11）

分別回収について朝礼周知徹底。
以後、再発なし。

Ｂ-2

廃ﾋﾞﾆﾙｺﾞﾐ回収容器に弁当空容器が捨て
られていた。

（回収業者からの苦情。2022.11.2）

廃棄者は社内/社外不明。
分別回収について朝礼周知。

Ｂ-3

廃ﾌﾟﾗ用回収容器に、食事ごみ・ﾊｰﾈｽ・
ﾚﾊﾞｰｸﾞﾘｯﾌﾟが廃棄されていた。

（社員が発見。2022.12.9）

分別回収について朝礼周知徹底。
以後、再発なし。

但し、処分方法を明確化する必要あ
り。

評価Ｂ項目のコメント表
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Ⅵ.　環境関連法規への違反、訴訟等の有無  

　
当社の事業活動に伴い、適用される環境関連法規は次の通りであり、これらの法規は

現在及び過去３年間にわたって遵守され、また訴訟等はなく、問題ないことを確認した。

また、同様に関係当局からの指摘・指導はありません。

　　　　　　　法　　規　　名 主な遵守事項 確認日 　適合

　・振動規制法
(1) 特定施設の設置、変更時の事前届出：設置30日以前
　　　　　　　(コンプレッサー）

R5.6.16 ○  

　・騒音規制法
(2) 特定施設の設置、変更時の事前届出：設置30日以前
　　　　　　　(コンプレッサー）

R5.6.16 ○

　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 　産業廃棄物の適正な処置
(1) 産業廃棄物保管基準
・保管基準に適した適正な保管
・表示板の掲示（種類、責任者名、連絡先、掲示板の大きさ：60cm×
60cm以上）

R5.6.16 〇

(2) 委託基準
・委託基準に則した処理業者への処理委託
・所定事項を含めた契約書の締結、5年間保存

R5.6.16 〇

(3) マニフェスト
・産業廃棄物引き渡し時のマニフェストの交付（法定記載事項の記入）
・A票の保存（5年間）、Ｂ2票、D、Ｅ票の期日内（B２・D票は90日、E票は
180日）返還確認（未返還時は知事に報告義務）
・マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに）

R5.6.16 〇 　

（4）.管理票交付等状況報告書　 (6月末日まで） R5.6.16 〇
（5）.リサイクル証明書 R5.6.16 〇

　・消防法 　防火管理

(1) 防火管理者の専任（工場・倉庫・事務所は50人以上）及び所轄消防署
長への届出
(2) 防火管理者の役割：消防計画作成、消火・通報・避難訓練の実施、消
防設備・消火施設の点検・整備等

R5.6.16 ○

　・フロン排出抑制法 　空調機器等の使用

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書の交付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付した引取証明
書の３年間保存
［簡易点検（全ての管理第１種特定製品　：7.5kW未満）］
・空調機の簡易点検（３か月以内ごと）及びフロン類の引き渡し完了日か
ら３年間の記録保存
［定期点検（フロン類の引き渡し完了日から３年間の記録保存）］
　・7.5～50kW未満の空調機器：3年に１回以上

R5.6.16 〇

以上
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[策　定]

社　長 活 動 責 任 者 作  成

　　Ⅶ 2023年度　 環 境 活 動 計 画 　

担当部門

(担当者） 2023/5 6 7 8 9 10 11 12 2024/1 2 3 4

  1. 電力使用量 1. 不必要電灯の消灯 寺前、石村

                の削減
2. 待機電力の削減 寺前、石村

3. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

  2. 自動車燃料 1. アイドリングストップの徹底 寺前、石村

     使用量の削減
2. 輸送シフトのこまめな見直し 寺前、石村

  3. 廃棄物の削減 1. 紙類再使用の徹底 鵜鷹

2. 廃棄物の分別の徹底 寺前、石村

                    （廃棄 or 再利用）

3. ダンボール再生サイクルの徹底活用 寺前、石村

4. プラスチック再生サイクルの徹底活用 寺前、石村

5. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

 4. 水道使用量 1. 手洗い時の不要流水の削減 寺前、石村

                の削減
2. 削減に繋がる改善案の提案 寺前、石村

    【 教 育 計 画 】

   負荷削減活動 1. 使用エネルギー削減について 寺前、石村

        への取り組み方
2. 廃棄物削減について 寺前、石村

３．環境活動レポート浸透 寺前、石村

計画  ：

実績  ：
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2023/5/12

  2023年度   環 境 活 動 計 画 書 ＆ 教 育 計 画 書

重点活動項目 具 体 的 な 打 手
2023 年度



　 2023.5.31作成 　承認 　作成

Ⅷ.　代表者による全体の評価と見直しの結果

　実施日時 　２０２３年５月３１日（水）　１４：００～１４：４５

　場所 　１階会議室

　提示資料 　環境への負荷 　（２０２２年度実績）

　環境活動計画の内容　　　環境改善活動について

　出席者 　阪口社長、浅井部長（報告者）、福田Mgr.、前田Mgr.

　奥野課長、寺前主任、石村課長、鵜鷹Mgr.、福里Mgr.

　　2022年度前半は、21年度並みの生産であったが、9月より主要製品の生産が終了した。

　この影響で、生産量が2020年度と略同等になり、環境負荷も軽減した。

　１．2022年度の環境負荷は、二酸化炭素総排出量・自動車燃料使用量・廃棄物排出量・

　　　上水使用量について目標を達成。　電力使用量についてのみ、目標未達であった。

　評価内容 　２．2020年度（基準）の生産規模に原単位補正すると、すべての項目で目標を達成。

　３．月別の生産台数と電力使用量(ｋWh/1000台)の推移を見ると、

　　　7～9月と１～3月が多く、空調機器の使用の影響と思われる。

　　　また、後半生産量の減少により、21年度に比べ電力使用量は多くなっている。

　４．廃棄物の分別回収については、まだまだ定着できていないようで、

　　　業者からの苦情・改善要望、社員が不具合を発見等が生じている。

　実施体制については、見直し・変更はない。

　１．環境目標を2020年度を基準に毎年0.5％ずつ削減していく。

　見直し内容 　２．電力使用量(ｋWh/1000台)を毎月注視し、削減案の立案・実行に繋げる。

　３．プラスチック・ビニル・一般廃棄物の分別はこれまで以上に正しく、丁寧に行う。

　１．2023年度（2023年5月～2024年4月）の環境改善活動計画書に則り

　　　計画的な活動を展開すること。
　指示事項

　２．継続して節電・分別回収方法について、より具体的に周知し、社員に意識付けること。

　３．小集団活動や各種改善を加速して作業の効率を上げ、稼働時間の短縮・

　　　省エネルギーに努めること。

　４．分別回収については、ﾘｻｲｸﾙ化に支障がないように、きれいに回収すること。

　５．作業を行っていないｴﾘｱの照明は、消灯することを徹底すること。

　６．職場のムダ（流出不適合、仕損、手直し作業）の減少・削減に取り組むこと。

  　　以　　上

浅井阪口
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　 総務部

2023/6/8

１.訓練実施日時 2023年6月7日（水）　14：45～15：00　（本社工場）（第2工場）

２.訓練後のﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

　　・日時 2023年6月7日（水）　訓練終了後

　　・場所 6チームに別れて各職場にて

　　・取り纏め者 別紙参照

３.ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの内容

　(1)全体の感想 ①全員速やかに避難出来た、スムーズに避難できた。（4チーム）

②避難ルートが分からない。（１チーム）

③決まり事が浸透していない、ダラッとしている印象（1チーム）

　（2）訓練を行った結果、問題点、不具合点（今後に生かすべき内容）

　　　・点呼時の整列が無い、避難時のグループ（人数）が大きい為、避難行動、確認作業が難しい。

　　　・避難経路の途中に作業場やフォークリフトがあって避難しにくい。

　　　・訓練のやり方、方法、他に訓練すべき内容は

①メンバー分け（グループ分け）をして集合させる。

→ 避難完了後の基本動作をあらかじめ決めておく（職場単位での整列、点呼確認等）

②他の災害時（想定）の訓練

→ 次回の想定事象を火災だけでなく、台風や地震等も含めて検討する

③避難ﾙｰﾄが１つしかない、あるいはわかり難い

→ 避難経路は、発生状況によって変わるため、日ごろより各自確認しておくこと

→ 避難誘導担当者の指示に従うこと

④消火器の使い方（ビデオ教材など）

→ 消火器使用経験者、消火担当者が説明を行う

→ 防災安全教育のひとつの題材として動画サイトを活用するなども検討する

レビュー ： 定期的に緊急時の役割分担や、避難ルート、集合場所等に関する情報共有機会を設けることで

　　　　　　 緊急時対応に関する社員の意識レベルの向上を図り、対応力とその有効性を高める。

 　　　　 　　

　　　　　

　（3）訓練を行った結果、良かった事

①消火器・配電盤等の位置や個々の役割を確認出来て良かった。

②新しい職場での初めての訓練で不安点など指摘する事が出たこと。

③避難指示の放送から避難完了までがスムーズに出来ていたこと。

以　　上

      緊急非常事態発生時の訓練結果全体まとめ



　　　環境改善活動について 　

　従来から環境負荷について、資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ削減の取り組みを

実施しているが、2022年度（2022/5～2023/4）実績は、

①二酸化炭素排出量 ②自動車燃料使用量
　
③産業廃棄物排出量削減 ④上水使用量
　

について、目標を達成したが、
　

⑤電力使用量
　

については、目標未達となった。

全員の経験・知恵をもとに、アイデアを出し合い、協力して、

次の環境改善活動を強力に推し進めること。

　　①昼休み時間は完全消灯。

　　②作業をしないエリアの消灯を徹底する。

　　③終業後は早く帰り、消灯する。

　　　　止むを得ず居残る場合は、その場所以外は全て消灯する。

　　④エアコンの使用にあたっては、きめ細かな管理を行うこと。

・最適な換気の時間帯、開ける窓の位置・開ける窓の広さ。

・最適なエアコン使用時間の検討、エアコンの稼働時間を調整する。

　　①廃棄物の分別の徹底と減量化に取り組む（一般ゴミ・ビニル類・キャップ）。

　　②再使用、再利用、ﾘｻｲｸﾙ化を拡大実施する。

　　③ﾘｻｲｸﾙ化しやすいように、きれいな分別回収に務める。

　　①小集団活動や各種改善を積み重ねて、作業時間の短縮・省ｴﾈﾙｷﾞｰに

　　　　務めること。

　　②職場のムダ（流出不適合・社内発見不具合・部品破損）の減少・削減に

　　　　取り組むこと。

以　上

2023.5.31

環境管理責任者

電力使用量の削減のために

廃棄物の減少のために

効率的な生産活動を行うために
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